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	こどもの権利ってなあに？
	11月は静岡県の 「子供・若者育成支援推進強調月間」
	青少年育成市民会議とは？
	　次代を担う青少年が、心身ともにたくましく、生きる力を持ち、人間性豊かな社会人として成長することは、市民すべての願いです。この願いを実現するためには、青少年自らが生きがいを持ち、自立心を養い、自己の確立をめざすよう努めるとともに、市民すべてが、地域ぐるみで青少年の健全育成運動を推進することが大切です。 　即ち、地域社会における青少年育成活動を支援し広げていくための組織が「青少年育成市民会議」です。
	　静岡県では、「個人として自立し、人との関わり合いを大切にしながら、よりよい社会づくりに参画し、行動する人」を『有徳の人』と捉え、これからの未来を担う『有徳の人』の育成を進めています。 　子供・若者の健全な育成には、「地域の子供は、地域の大人が育てる」という意識を全ての県民が持ち、それぞれの立場でできることを積極的に考え、行動することが必要です。 　静岡県では、11月を「静岡県子供・若者育成支援推進強調月間」と定め、これにあわせて、県内の青少年健全育成関係者が一堂に会する「子供・若者育成支援推進強調月間静岡県大会」を開催することにより、県民の子供・若者育成支援推進運動に対する理解と自覚を高め、家庭・学校・地域社会・企業・民間団体及び行政が一体となって、子供・若者を支える様々な活動や取組を推進していきます。
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	各地区育成会の活動紹介
	東地区青少年育成連絡会
	クリスマス会
	節分（鬼）
	何にもしない合宿
	東地区コミュニティ祭
	小中学生の表彰式

	富岡地区青少年育成連絡会
	　富岡地区青少年育成連絡会は、青少年の健全育成活動を通じて子どもたちと地域が触れ合う機会を作ることで、地区内の親子、個人、団体の繋がりの輪を深める一助となることを目的に活動しています。 　新型コロナウイルス感染症流行により活動ができなかった時期もあり、以前の活動状況までなかなか戻らない状況が続いておりますが、今後とも時代の変化に合わせ、地域に根差した活動を継続していけるよう努力したいと思います。皆さんの温かいご支援、ご協力をお願いします。
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